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ここで紹介する二箸は、前者がハーンについての研究書、そ
して後者が紹介の書である。
ラフカディオ・ハ１ン／小泉八雲といえば、「耳無し法ご
「雪女」「むじな」などが収録された『怪談』で、また『心」な
どにおさめられたエッセイでよく知られている。どれも「日本
人」のこころの琴線にふれる珠玉の文章である。ただ、興味深
いのは、これらの物語やエッセイが、ハーン自身のオリジナル
な創作ではなく、むしろ、多くが再話から成り立っていること
である。たとえば「怪談』は、「今昔物語」「古今著門集』など
の古典にある原話を語り直したものである。そしてまた、エッ
セイ風の文章にも、例えば浦島太郎などの物語や、市井の人び
とによる幻想的で、また哀しい聞き書きが挿入されたりする。
ハーンは、物語や逸話の傍らに立って、再話し、また物語を挟
みながら、それらを面白さと不思議さをそのままに、別の大き
な渦のなかに引き込んでゆく。そして、その渦の中心にあるの
が「日本」であり、また「宗教」である。大東氏は、その単著
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ハーンの宗教観は、一般に、Ｈ・スペンサーからの影響下に
あると言われ、「遺伝的記憶」という考え方がその中心にあると
さ
れ
る
。
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言わせれば、「人間の感情の中でもっとも強く激しいものは、初
めて現れる際にも必ず個人的な経験に先行している」（「旅日記
から」）のである。この遺伝的記憶が、ハーン自身によって日本
に振り向けられるとき、日本文化の根底にある「祖先崇拝」、す
なわち「死者に対する尊崇の念」としてとらえられることにな
る。大東氏は、このハーンの宗教観を、スペンサーの思想から
胴分けしながら、仏教、神道、儒教との比較によって分析して
ゆく。さらにまた、ハーンの思想が、西田幾多郎、柳宗悦など
の日本の思想家とのつながりで考察される。従来のハーン研究
にあまり見られなかった、これらの思想史的な検証作業は、ハ
ーンが提示する「日本」と、現代の「日本人」が対座するため
の、すぐれた契機となるだろう。
もう一方の『入門」は、ハーンの生涯に加え、原語を付した
テクストの抜粋からなっている。こちらは、初学者にとっては、
文字どおり、よき入門書となろう。
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